
１.　はじめに
　多良間島は、宮古島と石垣島のほぼ中間に位置
しており、南北約4.3km、東西約5.8kmの楕円形をな
す。島の地形は、島の北部の丘陵地を除いてはほぼ
平坦であり、その地質は琉球層群の石灰岩からなる

（大我ほか，1974；矢崎，1977；山田ほか，2009；

大関ほか，2014）。本島の洞窟群は、この琉球層群
の石灰岩中に形成されている。多良間島に近い宮古
島や石垣島では、沖縄県教育委員会（1980）によ
り多くの洞窟が報告されているが、本島では洞窟の
記載は行われなかった。しかしながら、洞窟群のい
くつかは水源として利用されていたり、洞窟の地
下水からは甲殻類が報告されている（藤田・砂川，
2008；Shimomura and Fujita，2020）とおり、洞
窟の存在は古くから知られている。本報告では頁数
の都合上、多良間島総合調査報告書（石原ほか，印
刷中）に収録できなかった３次元計測を行った洞窟
についてとりあげ、説明する。

２.　多良間島の洞窟群の概要
　多良間島の洞窟群に関して、従来から知られてい
たもの、および洞窟探査によって再確認したものな
ど、計17の洞口や内部を確認した（図１・表１，石
原ほか，印刷中）。リストに挙げたものの他にも更
に多くの洞窟があることが想定されるが、ここでは

特に計測を行った洞窟についてその概要を紹介する。
多良間島の洞窟は、小規模なものが多く、横穴や小
規模な竪穴 , 斜洞が認められる。このうち、水源と
して用いられたものは大規模に改変され、洞窟の形
態を残してないものもある。島の中央部から南半部
に関しては現在農地となっており、露岩等は認めら
れないため、洞窟の分布は北部の丘陵地周辺や海岸
沿いの石灰岩露出部に集中する。
　これらの洞窟のうち、アマガー、シュガーガー、
ナガシガー、パリ°マガー、フシャトゥガー、フタ
ツガーは村指定史跡となっており、いずれも洞窟内
あるいは洞口部の改変が著しい。とくにナガシガー
やパリ°マガー、フシャトゥガーは改変が著しく、
洞窟の形態を残してないものも認められる．また、
アマガー、カーバルガー、シュガーガー、フタツガ
ー、ナガシガーにはプールの痕跡あるいは水没部が
認められる。いくつかの竪穴が認められるが、ほと
んどは洞口から床面が認められる浅いものと思われ
るが、詳細は不明である。
　これらの洞窟のうち、比較的規模が大きい代表的
な洞窟（アマガー、シュガーガー、シュフディの洞窟、
タイチガマ、フタツガー）に関して、LiDAR スキ
ャナを用いて３D計測を行った。
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Plate 2. Nautilaceae gen. et sp. indet. (OPM-FI-00527) A. Ventral view, B. Probable apertural view, C. 
Right lateral view, D. Left lateral view. 
Scale bar represents 50 mm.
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３.　洞窟の計測
　計測を実施したこれらの洞窟については、そのデ
ータを用いて、測量図を作成した。3D 計測には、
Leica BLK360 G1 Imaging Laser Scannerを用い
た。本スキャナは、360,000点／秒、測距精度は10
ｍで４mm，20 m で７mm 程度とされる。洞窟の向き
はコンパスを用いて計測した大まかな方向を入れ、
標高は相対標高を示す。

得られた 3 D 点群データは、L eic a  C yclone  
REGISTER 360 BLK editionで統合し、ノイズ等を
除去した。これらの点群データは，CloudCompare 
2.12.4（https://www.cloudcompare.org/）で洞
窟部のみ抽出し、約５mm間隔のデータとなるように
間引きした。また、点群データを切断した断面図を
作成した。さらにこれらに対して面モデルを作成し
た 後、同 デ ー タ を 点 群 と し て 出 力 し、Surfer 
30.2.24（GoldenSoftrware）で，20cmグリッド内
の最も低い点をそのグリッドの代表値とし、等高線
図を描いた。これにより、一般的な洞窟測量図に近
い形態を出力できる。なお、本 3D計測では水中部
のデータは得られないので、水面を含む洞窟の形態
は不十分なままである。
　以下では計測を行った洞窟に関して、それぞれ
3 D 形態、等高線図、断面図を示し、概要を記述す
る。なお、これらの記載の一部は多良間島総合調査
報告書（石原ほか，印刷中）で簡略化して掲載して
いる。

aa．．アアママガガーー（（図図２２，，図図３３上上））
　アマガーは多良間村役場から北に150m ほど，海
岸から直線距離で600m ほど，標高約15m に位置
する（図１）。遠見台石灰岩（矢崎，1977）を主体
とした丘陵部の南東端にあたり、本洞の洞口の北側
には石灰岩の露出も認められるが、洞口周辺は改変
されたと思われる平坦な地形である。本洞は古くか
ら水源として利用されていたことから、村指定文化
財（1983年指定）となっている（多良間村教育委
員会，1993）。そのため、洞口周辺は整備されてお
り、さらに洞口から洞窟内まで階段が設置されている。
　洞窟の延びはほぼ南北から北北東－南南西方向
の直線状で、洞口は北端にある。洞口からは緩やか
に洞奥に向けて傾斜しており、地表面からの高低差

は13m ほどである（図２，図３上）。階段を降りた
ところにある雨滴線からは、直線距離で26mほど、
高低差は10m ほどである。洞口から10m、洞口か
ら半分程度は天井高は５m 程度であるが、それよ
り奥では上方にもトレンチ状の通路が続いており、
登攀することで上層部に至ることができる。この部
分では８m 近い天井高であるが、最奥部では再び
天井が低くなり、プールの痕跡が認められる。横断
面からは、東方向に傾く割れ目に沿った拡大を示す
特徴が認められ、最大幅は６m程度である。
　洞床部は洞口から洞奥まで改変が多く、階段や石
垣が設置されているが、洞壁上部は自然洞窟のまま
で、発達は悪いものの二次生成物も認められる。ま
た、洞床や壁際には陶器類の破片や貝殻などが認め
られる。最奥は平坦となっており、プールの痕跡で
ある泥質堆積物がみとめられる。測量時には水は認
められなかった（2025年２月）。

bb．．シシュュガガーーガガーー（（図図３３下下，，図図４４））
　シュガーガーは多良間島北部の集落の北東端、海
岸から約390m にある直径30m にも及ぶ陥没ドリ
ーネ（標高約10 m）の底に開口する（図１）。洞口
周辺は小さな森となっているが、周辺はほぼ平坦な
地形となっている。村指定文化財となっており（多
良間村教育委員会，1993）、洞口周辺およびドリー
ネ底は整備されている。洞外の遺跡部分については
以前に試掘調査も行われている（多良間村教育委員
会，2001）。
　シュガーガーは、陥没ドリーネの北側と南側の二
方向に延びる（図３下・図４）。陥没ドリーネ中央
部は盛り上がり、両洞窟側に傾斜する。ドリーネの
直径は30m ほどで，北側の洞窟は雨滴線から15～
20 m、南側の洞窟も20 m ほど延びる。北側の洞窟
はドリーネ底からおよそ５m ほど下ると水平方向
に延びている。天井高さはおよそ２～３m程度で、
天井は水平である。断面では箱型の形状を持つ。南
側に延びる洞窟は、北側よりもやや横幅も大きく、
８～10m ほどある。北側の洞窟と同様に、およそ
５m ほどで水平な洞窟の延びを示す。南側の洞窟
の天井は北側の洞窟と同様にほぼ水平であるが、北
側よりもやや高い。いずれの洞窟も最奥部は水没す
る。古くから水源として利用されており、現在も豊
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富な水が認められる。また、洞窟は水中へと続く。　
両洞窟とも、床面は人為的な痕跡が多い。床面の堆
積物は落盤礫および土壌からなる。洞床には陶器類
や貝殻等の遺物が多量に散布している。
ｃｃ．．シシュュフフデディィのの洞洞窟窟（（図図５５～～７７，，図図８８上上））
　シュフディの洞窟は、多良間島北部の丘陵地の
北斜面、地表地質では古砂丘分布域（矢崎，1977）
に位置する。洞口は先島火番盛から北西方向に520 
m、海岸から85m ほどにあり（図１）、周辺はなだ
らかな斜面をなす。標高は約９m であり、すぐ南
側は丘陵地の斜面となっている。
　洞口は海岸側（北）に向かって開口する。開口部
の大きさは斜面基部の露岩に沿って、ほぼ10～15 
m ほどである（図５，図８上）。洞口からは急傾斜
の斜面が続き，洞奥では平坦化する。洞口からは７
～８m で入洞ができなくなる。洞口から床面まで
はおよそ５mの高低差である。
　床面は細粒な砂質堆積物が多く、部分的に石灰岩
礫が露出する。最奥部はこのような未固結の砂質堆
積物で埋没する。
　洞内東側では，この洞床を覆う砂質堆積物（明和
津波の際に流入した堆積物の可能性が考えられる）
上面において、石灰岩礫の配列と、人骨（未成人の
上腕骨、尺骨、寛骨）、シャコガイ（シラナミ類）が
まとまった状態で確認された（図６，図７）。周辺
にはタカラガイ（ホシダカラ）やチョウセンサザエ、
ヌノメガイの散布も認められた。詳細は未調査であ
るが、シャコガイ直下から採取した炭化物（シャコ
ガイの内面側に付着していた堆積物中に見られた炭
化物）から170±15  14C BP（PLD-53454）の放射
性炭素年代を得た（山崎ほか，印刷中）。較正年代
では誤差が大きくなるものの、この年代は明和津波
の年代（1771年）を前後する頃に相当する可能性
がある。このことから、今回確認された石灰岩礫の
配列と人骨は、当時の死者を葬った墓である可能性
も考えられるため、引き続き詳しい調査を実施予定
である。

dd．．タタイイチチガガママ（（図図８８下下，，図図９９））
　タイチガマは、多良間島北部の丘陵地の西端にあ
る孤立した丘陵の北麓基部に位置し、上述のシュフ
ディの洞窟から西に130m、海岸から60m 、標高

約10 m に開口する（図１）。洞口は多良間島を周回
する道路の道路脇の藪にある。地質的には古砂丘分
布域（矢崎，1977）に開口する。難破船の乗組員が
一時避難したという伝承があるようだが、今回の踏
査では関連する遺物等は認められなかった。
　洞口は高さ・幅ともに狭く、這っていく必要があ
るが、すぐに幅が広くなる（図８下，図９）。天井
はおよそ20 m ほどの区間はほぼ水平で、その奥で
は斜洞となる。洞口から最奥部までは直線距離でお
よそ30m ほど、高低差は洞口からは７m、道路面
からは8.5m ほどである。洞口から10m ほどの洞
中央部は天井高３m ほど、幅10m、奥行き８m ほ
どのホール状の空間となっており、背が立つほどの
高さがある。このホール状の空間から南側は洞奥方
向に傾斜しており、天井も低い。
　床面のほとんどは落盤礫、シルト質堆積物を主体
としており、一部で母岩が風化したとみられる石灰
質の細粒堆積物が認められる。二次生成物は一部で
発達が良く、ケイブパール等も認められる。

ee．．フフタタツツガガーー（（図図1100，，図図1111））
　フタツガーは多良間島西部、多良間空港の滑走路
から西に150m、海岸から約220m、標高約８m
に開口する（図１）。地質分布としては、古砂丘分
布域に相当し、天川石灰岩とパナリ石灰岩の境界付
近にあたる（矢崎，1977）。洞窟内部に水源が認め
られ、村指定文化財となっている（多良間村教育委
員会，1993）。
　洞窟は陥没ドリーネ底に東洞口と西洞口の２つの
洞口をもち、海岸方向と陸方向におおよそ東西方向
に延びる。陸側の洞窟は陥没ドリーネ縁からおよそ
-5～-7m の深度で延び、最奥は水没する。その連
続性は測量図では不明瞭であるが、ドリーネ縁から
は水平方向におよそ30 m ほど続く。天井高は１～
２m 程度で、断面は横方向に延びる平坦な形状を
示す。床面の起伏はやや大きいが、基本的には幅
10 m 内外の洞窟が水平方向に続く。一方、海岸側
に延びる洞窟は、洞口から35～40m ほど続く。東
側の洞窟に比べるとやや起伏が少なく、洞奥には地
底湖が連続する（図10，11）。
　本洞窟の洞床は、洞口部の腐植土や土壌を除いて
は石灰岩礫からなり、一部にサンゴ礫や貝殻などを
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３.　洞窟の計測
　計測を実施したこれらの洞窟については、そのデ
ータを用いて、測量図を作成した。3D 計測には、
Leica BLK360 G1 Imaging Laser Scannerを用い
た。本スキャナは、360,000点／秒、測距精度は10
ｍで４mm，20m で７mm 程度とされる。洞窟の向き
はコンパスを用いて計測した大まかな方向を入れ、
標高は相対標高を示す。

得られた 3 D 点群データは、L eic a  C yclone  
REGISTER 360 BLK editionで統合し、ノイズ等を
除去した。これらの点群データは，CloudCompare 
2.12.4（https://www.cloudcompare.org/）で洞
窟部のみ抽出し、約５mm間隔のデータとなるように
間引きした。また、点群データを切断した断面図を
作成した。さらにこれらに対して面モデルを作成し
た 後、同 デ ー タ を 点 群 と し て 出 力 し、Surfer 
30.2.24（GoldenSoftrware）で，20cmグリッド内
の最も低い点をそのグリッドの代表値とし、等高線
図を描いた。これにより、一般的な洞窟測量図に近
い形態を出力できる。なお、本 3D計測では水中部
のデータは得られないので、水面を含む洞窟の形態
は不十分なままである。
　以下では計測を行った洞窟に関して、それぞれ
3D 形態、等高線図、断面図を示し、概要を記述す
る。なお、これらの記載の一部は多良間島総合調査
報告書（石原ほか，印刷中）で簡略化して掲載して
いる。

aa．．アアママガガーー（（図図２２，，図図３３上上））
　アマガーは多良間村役場から北に150 m ほど，海
岸から直線距離で600 m ほど，標高約15 m に位置
する（図１）。遠見台石灰岩（矢崎，1977）を主体
とした丘陵部の南東端にあたり、本洞の洞口の北側
には石灰岩の露出も認められるが、洞口周辺は改変
されたと思われる平坦な地形である。本洞は古くか
ら水源として利用されていたことから、村指定文化
財（1983年指定）となっている（多良間村教育委
員会，1993）。そのため、洞口周辺は整備されてお
り、さらに洞口から洞窟内まで階段が設置されている。
　洞窟の延びはほぼ南北から北北東－南南西方向
の直線状で、洞口は北端にある。洞口からは緩やか
に洞奥に向けて傾斜しており、地表面からの高低差

は13m ほどである（図２，図３上）。階段を降りた
ところにある雨滴線からは、直線距離で26mほど、
高低差は10m ほどである。洞口から10m、洞口か
ら半分程度は天井高は５m 程度であるが、それよ
り奥では上方にもトレンチ状の通路が続いており、
登攀することで上層部に至ることができる。この部
分では８m 近い天井高であるが、最奥部では再び
天井が低くなり、プールの痕跡が認められる。横断
面からは、東方向に傾く割れ目に沿った拡大を示す
特徴が認められ、最大幅は６m程度である。
　洞床部は洞口から洞奥まで改変が多く、階段や石
垣が設置されているが、洞壁上部は自然洞窟のまま
で、発達は悪いものの二次生成物も認められる。ま
た、洞床や壁際には陶器類の破片や貝殻などが認め
られる。最奥は平坦となっており、プールの痕跡で
ある泥質堆積物がみとめられる。測量時には水は認
められなかった（2025年２月）。

bb．．シシュュガガーーガガーー（（図図３３下下，，図図４４））
　シュガーガーは多良間島北部の集落の北東端、海
岸から約390m にある直径30m にも及ぶ陥没ドリ
ーネ（標高約10m）の底に開口する（図１）。洞口
周辺は小さな森となっているが、周辺はほぼ平坦な
地形となっている。村指定文化財となっており（多
良間村教育委員会，1993）、洞口周辺およびドリー
ネ底は整備されている。洞外の遺跡部分については
以前に試掘調査も行われている（多良間村教育委員
会，2001）。
　シュガーガーは、陥没ドリーネの北側と南側の二
方向に延びる（図３下・図４）。陥没ドリーネ中央
部は盛り上がり、両洞窟側に傾斜する。ドリーネの
直径は30m ほどで，北側の洞窟は雨滴線から15～
20 m、南側の洞窟も20m ほど延びる。北側の洞窟
はドリーネ底からおよそ５m ほど下ると水平方向
に延びている。天井高さはおよそ２～３m程度で、
天井は水平である。断面では箱型の形状を持つ。南
側に延びる洞窟は、北側よりもやや横幅も大きく、
８～10m ほどある。北側の洞窟と同様に、およそ
５m ほどで水平な洞窟の延びを示す。南側の洞窟
の天井は北側の洞窟と同様にほぼ水平であるが、北
側よりもやや高い。いずれの洞窟も最奥部は水没す
る。古くから水源として利用されており、現在も豊
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含む。

4．おわりに
　多良間島の洞窟の実態は史跡の他は水中洞窟が
認められるごく限られたものであり、3 D 計測が行
われた事例も認められなかった。多良間島総合調
査報告書（石原ほか，印刷中）では、探査を行った
洞窟の概要および写真等を用いて解説したが、計
測結果に基づいて作成された測量図は載せること
ができなかった。これら調査では、ごく限られた
調査期間に行われた上、竪穴は入洞しておらず、
洞窟の特徴をまとめるには不十分な状況にある。
しかしながら、現時点では、多良間島の洞窟として
以下のような傾向のあることを指摘できるだろう。
すなわち、多くの洞窟はそれほど大きな規模を持
つものではないこと、おそらくは岩相に依存する
水平方向への発達が顕著なこと、二次生成物の発
達は限られること、洞窟内に遺物や流入性の海浜
堆積物（津波堆積物？）が認められることがある
ことなどである。しかしながら、水中洞窟も認め
られることや、未踏査地域も多いこと、入洞して
いない洞窟の実態は不明であることからさらなる
調査が望まれる。
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図２　アマガーの3D測量図
平面図中のNはおおよそ北を示す。

−28−



図３　アマガー（上）とシュガーガー（下）の俯瞰図
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図２　アマガーの3D測量図
平面図中のNはおおよそ北を示す。
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図４　シュガーガーの3D測量図
平面図中のNはおおよそ北を示す。

−30−



図５　シュフディの洞窟の3D測量図
平面図中のNはおおよそ北を示す。
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図４　シュガーガーの3D測量図
平面図中のNはおおよそ北を示す。
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図６　シュフディの洞窟の人骨出土状況平面図
平面図中のNはおおよそ北を示す。右図が発見当初の状態の見取り図。左図では一部の石・貝と人骨が移動されている。（立面
図の標高は任意）

図７　シュフディの洞窟の人骨（上腕骨・尺骨・寛骨）（左）とシャコガイ（シラナミ類）（右）
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図８　シュフディの洞窟（上）とタイチガマ（下）の俯瞰図
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図６　シュフディの洞窟の人骨出土状況平面図
平面図中のNはおおよそ北を示す。右図が発見当初の状態の見取り図。左図では一部の石・貝と人骨が移動されている。（立面
図の標高は任意）

図７　シュフディの洞窟の人骨（上腕骨・尺骨・寛骨）（左）とシャコガイ（シラナミ類）（右）
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図９　タイチガマの3D測量図
平面図中のNはおおよそ北を示す。
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図10　フタツガーの3D測量図
平面図中のNはおおよそ北を示す。
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図９　タイチガマの3D測量図
平面図中のNはおおよそ北を示す。
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図11　フタツガーの俯瞰図
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